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令和７年度在宅療養・看取りに関する意識調査の実施について 

  

１ これまでの経緯および調査の目的 

在宅医療や介護等に関する市民やサービス事業者のニーズや課題を把握するため、市

民に対し「在宅療養・看取りに関する意識調査」を、サービス事業提供者側に対し「在宅

医療・看取りに関する意識調査」を、それぞれ令和元年、令和４年に実施しました。令和

５年度から、在宅看取りについて、サービス事業者等へアンケートおよびヒアリングを実

施していることから、令和７年度については、市民に対する調査のみを実施し、在宅療

養・看取りに対する考え方やニーズ、エンディングノートの認知度、活用状況、ACP の認

知度等を把握し、今後の在宅医療・介護連携推進事業の展開に活かします。 

  

２ 在宅療養・看取りに関する意識調査 

(1) 調査概要 

ア 対象者：40 歳以上市民 1,000 人（無作為抽出） 

イ 調査期間：令和７年 10 月頃（予定） 

ウ 調査内容（質問数：35 問） 

①医療・介護について       ②エンディングノートについて 

③在宅療養・終末期医療について 

 

(2)前回調査からの変更点 

高齢者においてもデジタル活用が進んでいることから、アンケートフォームと紙による

調査書を併用し、答えやすいように環境を整備し、回答率の向上を図ります。また、前回

調査時から質問数を 12 問減らし、回答の負担軽減を図ります。 

 

(3)今後のスケジュールについて 

時期 内容 

R7.2.26 意識調査の質問項目(案)についての協議 

（令和６年度 第２回 在宅医療・介護連携推進協議会） 

R7.7.25 意識調査の質問項目の決定 

（令和７年度 第１回 在宅医療・介護連携推進協議会） 

R7 10 月 意識調査の実施（外部委託による発送・回収・取りまとめ） 

R8 １月 意識調査結果の取りまとめおよび課題の抽出 

  ２月 意識調査結果の報告および次年度に向けた取組の検討 

（令和７年度 第２回 在宅医療・介護連携推進協議会） 
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（参考） 前回までの調査および結果について  

(1)調査内容 

ア 医療に関すること          イ 介護に関すること 

ウ 在宅療養・看取りに関すること    エ エンディングノートに関すること 

オ その他 

(2)調査方法について 

  郵送での送付・回収 

(3)結果について 

 令和元年度 令和４年度 

調査対象者 40 歳以上の市民 1,600 人 40 歳以上の市民 1,600 人 

調査期間 令和元年 12 月 20 日～令和２年１月８日 令和４年 10 月 17 日～10 月 31 日 

回収率 43.8％ 42.1％ 

主な結果 

人生の最期をどこで迎えたいか。 

「自宅」：42.5％ 

「病院」：22.4％ 

「わからない」：18.5％ 

「自宅」：34.4％ 

「病院」：22.1％ 

「わからない」：27.9％  

人生会議（ACP：Advance Care Planning）について、知っていますか。 

「知っている」：5.5％ 

「名前は聞いたことがある」：7.9％ 

「知らない」：84.0％ 

「知っている」：11.7％ 

「名前は聞いたことがある」：14.2％ 

「知らない」：72.2％ 

エンディングノートについて知っていますか。 

「知っている」：58.8％ 

「名前は聞いたことがある」：23.1％ 

「知らない」：17.1％ 

「知っている」：68.0％ 

「名前は聞いたことがある」：18.2％ 

「知らない」：12.6％ 

エンディングノートを書いたことがありますか。 

「ある」：14.3％ 

「ない」：84.7％ 

「無回答」：1.0％ 

「ある」：15.7％ 

「ない」：83.2％ 

「無回答」：1.1％ 

 

 


